
 新製品の御紹介 

防災時に活用する軽量・可搬式太陽光発電 
        製品名 nano Grid（ナノグリッド） 

震災時の被災者のニーズ 

安否確認 
（外部との接触） 

夜間照明 
食料 

防災時に被災者が一番欲しいものは 

    ・ 外への安否確認の手段 

    ・ 夜間の安心感 
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狙いとするユーザーと機能・市場規模 
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防災用ソーラー電源の製品開発コンセプト 
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・燃料補給が必要 
・排気ガスが発生 
・騒音が発生 
・発電量は多いが重い 

従来の防災非常電源 

nanoGrid 
（可搬性に優れた全天候型 
 折りたたみ式電源） 軽量 

（女性でも持ち運び） 

今回開発する防災用非常電源 
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蓄電容量（Wh） 

・CO2・排出ガスが出ない 
・再生可能でいつでもどこでも使える 

当初目標 

今回の開発製品 
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エンジン式発電機 



nanoGrid 製品開発のコンセプト 

過酷な使用条件に合致 

使う条件 対応策 

・ 任意の場所（避難地）で使用 
 （いつでもどこでも） 軽量、電気を貯めて夜も使える。 

・ 厳しい気象条件 
 （雨、海、高温多湿、極寒） 

地面や川・海に落としても使える。 
暑い・寒い地域でも 

・ 長期に亘り使用 繰り返して使っても性能は 
変わらない。 

環境にやさしい 
 ・化石燃料は不要（太陽光を利用） 
 ・排ガスも騒音も出さない 
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可搬式ソーラーパネルの機能と価格 

・ 過酷な条件下でも使える。 
  （寒暖、風雨下でも） 
・ ひ弱な女性でも持ち運べる。 
  重さ4.5ｋｇ（パネルと充電器全体） 
・ 長期間（10年以上）使える。 
  性能劣化が少なく、繰り返し使用できる。   

・ 価格は他社よりも少し高価で 
  あるが 
・ 機能を向上させる。   

nanoGridの製品戦略 
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利用者にとっての価値＝ 
機 能 

価 値 



nanoGrid 製品開発の経緯について 

●テレスコ式太陽光発電パネル 
 （結晶系シリコン発電パネル） 
     電気出力 １,０００W 

●非常用電源 「あんしんセット」 
 （三重県南伊勢町様認定品） 
 太陽光パネル，蓄電池と投光器） 
     電気出力１５０W 

再生可能エネルギーの太陽光を利用する防災用電源の開発ステップ（３段階） 
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第１ステップ 

特 徴 ・ 重いので 
      － 平常時の取り扱いに難点 
      － 災害時の持ち運びが困難 

特 徴  
   － 定まった場所では使用可 
   － 持ち運びにやや難 
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